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2020年度わが国貿易収支、経常収支の見通し
～ 輸出が緩やかに持ち直し貿易収支は改善､経常黒字は20兆円回復 ～



日本貿易会 貿易見通しの特徴

➢ 日本貿易会 貿易動向調査委員会に参加する商社
８社*が共同で見通しを作成
＊８社（社名五十音順）

伊藤忠商事㈱、住友商事㈱、双日㈱、豊田通商㈱、㈱日立ハイテクノロジーズ、

丸紅㈱、三井物産㈱、三菱商事㈱

➢ 社内外へのヒアリング等に基づく
「商品別積み上げ方式」＋「マクロ的分析」
により作成

➢ 1974年から開始（2019年で46年目、のべ65回目）
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前提条件とした経済環境
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２０１８ ２０１９ ２０２０

世界貿易 （年） ３．７％ １．１％ ３．０％

世界経済 （年） ３．６％ ３．０％ ３．３％

米国 ２．９％ ２．３％ ２．１％

ユーロ圏 １．９％ １．２％ １．３％

アジア新興国 ６．４％ ５．９％ ６．０％

日本経済 （年度） ０．７％ ０．７％ ０．６％

為替レート （円／ドル） （年度） １１１ １０８ １０８

原油入着価格 （ドル／バレル） （年度） ７１ ６５ ６５

➢ 米国は2019年12月15日に対中関税引き上げ第4弾を完全実施
（スマートフォン、玩具などに15％の追加関税）

➢ 2020年の世界経済は、一部新興国の復調によってやや持ち直すが、

米国や中国は減速が続く



今回の予測結果
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１．通関輸出は、2019年度が前年度比5.0％減の76.7兆円、
2020年度は同3.1％増の79.0兆円。

➢ 2019年度は、米中摩擦などに伴う世界経済の減速が下押し。

➢ 2020年度は、①ITサイクルの底入れ、②高付加価値品への需
要増が、機械類などの輸出を価格・数量の両面で押し上げ。

２．通関輸入は、2019年度が前年度比3.2％減の79.7兆円、
2020年度は同0.9％増の80.4兆円。

➢ 2019年度は、原油価格下落の影響大。

➢ 2020年度は、商品市況の安定のほか、東京五輪や5Gサービス
開始がAV機器や通信機などの需要を喚起し、輸入を押し上げ。

３．経常収支は2019年度18.6兆円、2020年度20.6兆円。

➢ 2020年度は貿易収支が改善。サービス収支の赤字幅が過去最小
に。第一次所得収支の黒字幅が過去最大に（21.7兆円）。

輸出が緩やかに持ち直し貿易収支は改善､経常黒字は20兆円回復



通関貿易収支の見通し
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数量と価格の推移 （前年度比）日本の貿易収支 （通関ベ－ス）



品目別輸出の見通し
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日本の品目別輸出 （年度）

➢ 2019年度 … 製造業を中心とした世界経済の減速、とりわけ米中貿易摩擦

などによる先行き不透明感の強まりを受けた設備投資抑制が押し下げ。

➢ 2020年度 … ITサイクルの下降に歯止めがかかることや、日本製の高付加

価値品へのニーズの高まりが、機械類などの輸出を価格・数量の両面で

押し上げ。

2018年度

(主な具体的商品) シェア(%) 2018 19(予） 20(予)

輸出総額 100.0 1.9 ▲ 5.0 3.1

食料品 0.9 14.2 2.2 1.1

原料品 (生ゴム､金属ｽｸﾗｯﾌﾟ) 1.4 1.6 ▲ 7.2 ▲ 1.4

鉱物性燃料 1.7 21.3 ▲ 6.7 2.4

化学製品
(ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ､有機化合
物､化粧品、医薬品) 11.1 6.9 0.7 6.8

原料別製品
(鉄鋼､非鉄金属､繊維

製品､ｶﾞﾗｽ､ﾀｲﾔ) 11.1 1.8 ▲ 7.6 ▲ 0.5

一般機械
(原動機､建設･鉱山機

械､金属加工機械) 20.2 1.9 ▲ 8.2 3.6

電気機器
（電子部品､電気計測

機器) 17.3 0.9 ▲ 4.2 3.5

輸送用機器
(自動車､自動車部品､

船舶) 23.3 1.8 ▲ 4.8 2.7

その他 (科学光学機器) 13.0 ▲ 3.3 ▲ 4.0 2.8

前年度比増減率 (％)



➢ 2019年度 … 素材製品を中心に数量の増勢が弱まる。加えて、原油価格の

下落が全体の2割強を占める鉱物性燃料の輸入を下押し。

➢ 2020年度 … 東京五輪や5Gサービス開始がAV機器や通信機などの需要を

喚起し、輸入を押し上げ。商品市況の安定も輸入減の歯止め役に。

もっとも、内需全体では低迷が続くなかで、数量の伸びはさらに鈍化。

品目別輸入の見通し
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日本の品目別輸入 （年度）

2018年度

(主な具体的商品) シェア(%) 2018 19(予） 20(予)

輸入総額 100.0 7.2 ▲ 3.2 0.9

食料品 8.8 1.3 1.4 ▲ 0.6

原料品 (鉄鉱石､非鉄金属鉱) 5.9 0.2 1.7 ▲ 6.3

鉱物性燃料 (原油､LNG､石炭) 23.2 17.5 ▲ 11.8 ▲ 1.8

化学製品 (医薬品､有機化合物) 10.3 8.7 ▲ 2.2 4.5

原料別製品
(非鉄金属､鉄鋼、繊維

製品､ガラス) 9.1 6.9 ▲ 5.1 2.9

一般機械 (ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･周辺機器) 9.6 6.7 ▲ 1.6 ▲ 3.6

電気機器 (通信機､電子部品) 15.0 1.7 2.3 9.6

輸送用機器 (自動車､航空機) 4.3 9.0 ▲ 0.1 ▲ 2.6

その他 (衣類､科学光学機器) 13.8 3.5 ▲ 0.9 ▲ 0.3

前年度比増減率 (％)



経常収支の見通し
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日本の経常収支



（補 足）
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輸出 76.7  兆円 （ -5.0%） 輸入 79.7  兆円 （ -3.2%）

増加 減少 増加 減少

（品名） （10億円） （伸び率） （品名） （10億円） （伸び率） （品名） （10億円） （伸び率） （品名） （10億円） （伸び率）

化学製品 8,995 0.7%一般機械 14,970 -8.2% 電気機器 12,613 2.3%鉱物性燃料 16,845 -11.8%

食料品 771 2.2% 輸送用機器 17,875 -4.8% 鉄鉱石 1,249 21.4% LNG 4,114 -15.5%

原料別製品 8,287 -7.6%
電算機類（含周辺
機器）

2,228 8.5% 原油及び粗油 7,970 -8.6%

電気機器 13,349 -4.2% 食料品 7,320 1.4% 石炭 2,430 -14.4%

自動車の部分品 3,505 -11.0% 原料品 4,960 1.7%原料別製品 7,078 -5.1%

その他 10,102 -4.0% 通信機 3,087 1.5% 石油製品 1,742 -10.6%

鉄鋼 2,998 -10.2% 化学製品 8,327 -2.2%

自動車 12,000 -2.2% 非鉄金属 1,794 -8.2%

原動機 2,720 -7.5% 非鉄金属鉱 1,319 -10.3%

非鉄金属 1,336 -8.4% 半導体等電子部品 2,635 -5.3%

2019年度 品目別増減
（寄与度順）
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輸出 79.0  兆円 （ +3.1%） 輸入 80.4  兆円 （ +0.9%）

増加 減少 増加 減少

（品名） （10億円） （伸び率） （品名） （10億円） （伸び率） （品名） （10億円） （伸び率） （品名） （10億円） （伸び率）

化学製品 9,606 6.8% 船舶 1,130 -15.2% 電気機器 13,821 9.6% 原油及び粗油 7,593 -4.7%

一般機械 15,504 3.6% 鉄鋼 2,954 -1.5% 化学製品 8,701 4.5%原料品 4,648 -6.3%

輸送用機器 18,352 2.7%原料別製品 8,245 -0.5% 半導体等電子部品 2,861 8.6%鉱物性燃料 16,538 -1.8%

電気機器 13,810 3.5% ゴム製品 848 -4.6% 通信機 3,304 7.0%
電算機類（含周辺
機器）

1,950 -12.5%

その他 10,386 2.8% 原料品 1,040 -1.4% 原料別製品 7,280 2.9%一般機械 7,508 -3.6%

自動車 12,240 2.0% 石油製品 1,888 8.3% 鉄鉱石 979 -21.7%

自動車の部分品 3,680 5.0% 非鉄金属 1,916 6.8% LNG 4,017 -2.4%

原動機 2,856 5.0% 非鉄金属鉱 1,429 8.3%輸送用機器 3,414 -2.6%

科学光学機器 2,238 4.4% 衣類・同付属品 3,428 2.8% 航空機類 780 -6.1%

半導体等電子部品 4,078 2.0% LPG 594 8.6%食料品 7,276 -0.6%

2020年度 品目別増減
（寄与度順）



• 「通関貿易収支」：通関ベース
モノの貿易に特化して商品別に細かく分析しているため、国や企業の経済活
動状況や景況感がわかる

• 「貿易収支」：決済ベース
国際的な資金の流れとして貿易収支を分析しているため、諸外国との財貨・
サービス・カネの動きがわかる

「通関貿易収支」と経常収支の「貿易収支」の違い
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「輸送料金」と

「保険料」（輸入）

計上する時期

通関貿易収支

あ1含まれる1あ

（CIF価格）

出港・通関時

貿易収支

あ含まれないあ

（FOB価格）

所有権移転時


